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火の用心

射肖さないで
～　　　あなたの心の

i　　　　　　　　注意の火

蒜
蓮
寒
風

ご

あ

い

さ

　

つ

境
港
市
消
防
保
安
協
会

会

　

長

　

渡

　

辺

　

明

　

彦

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
｡

皆
様
方
に
は
､
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
｡旧

年
中
は
'
会
員
企
業
各
位
､
関

係
機
関
の
皆
様
に
は
､
当
協
会
の
運

営
に
当
た
り
ま
し
て
､
格
別
の
こ
支

援
･
ご
協
力
を
賜
り
､
厚
-
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
｡

ま
ず
'
昨
年
は
'
集
中
豪
雨
な
ど

の
自
然
災
害
が
全
国
的
に
多
発
し
､

多
く
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
｡

当
市
に
お
き
ま
し
て
も
､
七
月
に

は
記
録
的
な
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
'

各
所
で
道
路
の
冠
水
や
床
下
浸
水
の

被
害
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
o

さ
て
､
当
市
の
火
災
概
況
に
よ
り

ま
す
と
､
昨
年
の
火
災
発
生
状
況
は
'

建
物
火
災
を
中
心
に
二
十
三
件
､
催

災
棟
数
も
三
十
七
棟
'
損
害
額
は
八

千
四
百
万
円
余
と
い
う
こ
と
で
一
昨

年
に
比
較
し
て
残
念
な
が
ら
大
幅
な

増
加
と
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

当
協
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
､
引

き
続
き
1
層
の
防
災
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
'
地
域
に
根
ざ
し
た

防
災
活
動
の
推
進
に
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

皆
様
方
に
は
本
年
も
変
わ
り
ま
せ

ず
'
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
｡

結
び
に
､
会
員
各
位
の
ま
す
ま
す

の
こ
発
展
と
ご
健
勝
'
こ
活
躍
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
年
頭
の
こ
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡

魚
卵
親
心/
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会　報(創刊号)

えんどう･りょう氏

昭和11年　境港市生
慕れo
境港市民生部長､特
別養護老人ホーム博
愛苑苑長を経て､現
在は､日吉津村教育
委員会教育長｡

｢
会
報
｣
創
刊

昭
和
3
 
6
年
4
月

｢
境
港
市
消
防
保
安
協
会
会
報
｣
も
号
を
重

ね
て
E
]
十
八
号
を
数
え
ま
し
た
o

会
報
は
､
保
安
協
会
と
会
員
を
結
ぶ
秤
の
役

割
を
果
し
て
い
ま
す
o
　
そ
し
て
予

防
消
防
の
啓
発
に
大
き
な
成
果
を

収
め
て
釆
ま
し
た
｡

今
回
は
'
そ
の
　
｢
会
報
｣
の
沿

革
を
た
ど
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
｡

境
港
市
消
防
保
安
協
会
は
､
こ

承
知
の
と
お
り
危
険
物
保
安
協
会

と
し
て
発
足
し
'
昭
和
三
十
八
年

五
月
'
今
の
消
防
保
安
協
会
に
改

称
さ
れ
ま
し
た
｡
よ
っ
て
'
会
報

の
名
称
も
境
港
市
消
防
保
安
協
会

会
報
に
改
め
ら
れ
､
題
字
も
そ
れ

以
来
､
今
の
体
裁
で
歴
史
を
刻
ん

で
い
ま
す
｡

創
刊
号
は
'
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
付
と

な
っ
て
い
ま
す
o
御
年
四
十
五
歳
o
先
輩
が
'

た
ゆ
ま
ず
綴
っ
て
来
ら
れ
た
会
報
に
心
か
ら
愛

着
を
覚
え
ま
す
｡

創
刊
号
の
一
面
-
ツ
プ
は
､
｢
境
港
市
危
険

物
保
安
協
会
発
足
す
る
｣
会
長
に
足
立
忠
次
氏

の
大
見
出
し
が
初
々
し
く
躍
っ
て
い
ま
す
o

足
立
忠
次
初
代
会
長
'
〟
発
刊
に
当
っ
て
〟

社
会
生
活
の
進
歩
向
上
は
'
人
間
が
い

か
に
光
や
熱
を
征
服
L
t
　
こ
れ
を
利
用

す
る
か
で
あ
り
､
急
速
な
る
科
学
の
発

達
は
'
石
炭
産
業
か
ら
化
学
'
原
子
産

業
へ
と
逐
次
進
展
し
て
-
0

会
長
の
格
調
高
い
挨
拶
が
載
っ
て
い
ま
す
｡

創
刊
当
時
､
副
会
長
堀
田
靖
郎
さ
ん
'
消
防
長

林
義
人
さ
ん
の
力
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
､

昭
和
三
十
五
年
度
の
事
業
計
画
が
か
か
け
ら
れ

て
い
ま
す
｡

二
面
に
は
､
当
協
会
々
別
と
新
陣
容
の
役
員

名
簿
が
懐
か
し
い
Q

顧

　

問

　

境

港

市

長

　

　

　

　

　

足

立

　

実

境
港
市
議
会
議
長
　
　
中
村
実
三

境
港
商
工
会
議
所
会
頭
　
松
本
　
豊

境
港
警
察
署
長
　
　
　
木
本
　
正

普

通

会

員

　

　

　

　

　

　

　

　

　

七

十

三

名

新
誕
生
の
保
安
協
会
員
'
鐸
々
た
る
メ
ン
バ
ー

で
今
日
を
築
か
れ
た
礎
の
方
々
で
す
｡

相
談
役
　
境
港
市
消
防
長

会
　
長
　
山
陰
石
油
(
樵
)

副
会
長
　
堀
田
石
油
(
令
)

理

　

事

監

　

事

賛
助
会
員

林
　
義
人

足
立
忠
次

堀
田
靖
郎

十
六
　
名

二

　

　

名

六
十
四
名

創
刊
号
は
元
消
防
長
中
嶋
登
美
夫
さ
ん
が
保

存
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
｡
第
二
号
か
ら
第
五
号

ま
で
を
探
し
て
お
り
ま
す
｡
会
社
で
'
個
人
で

お
持
ち
の
方
､
お
借
り
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

そ
れ
に
し
て
も
歴
史
'
沿
革
を
綴
る
時
'
書

類
'
資
料
の
保
存
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
痛
感

し
ま
す
｡
貴
重
な
資
料
な
ど
大
切
に
長
-
保
存

し
た
い
も
の
で
す
｡

〟
会
報
沿
革
〟
次
号
へ
続
く
｡

(
元
境
港
市
消
防
本
部
職
員
)

平
成
十
九
年
度
の
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
が
行

う
各
試
験
の
日
程
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

危
険
物
取
扱
者
試
験
に
あ
っ
て
は
へ
昨
年
度

か
ら
三
回
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
が
'
三
回
目

は
乙
種
の
み
の
実
施
で
す
の
で
､
ご
注
意
く
だ

さ
い
｡

*
危
険
物
取
扱
者
試
験

一
回
目
(
甲
種
へ
　
乙
種
､
丙
種
)

試
験
日
　
平
成
十
九
年
六
月
十
七
日
㈱

願
書
受
付
期
間
　
平
成
十
九
年
四
月
十
二
日
㈱

～
四
月
二
十
六
日
㈱

二
回
目
(
甲
種
､
乙
種
､
丙
種
)

試
験
日
　
平
成
十
九
年
十
月
二
十
八
日
㈱

願
書
受
付
期
間
　
平
成
十
九
年
九
月
四
日
㈹

～
九
月
十
八
日
㈹

三
回
目
(
乙
種
の
み
)

試
験
日
　
平
成
二
十
年
二
月
l
l
l
日
脚

願
書
受
付
期
間
　
平
成
十
九
年
十
二
月
十
日
㈲

～
十
二
月
二
十
日
㈱

試
験
会
場
　
1
回
目
､
二
回
目
及
び
三
回
目
と
も

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

米
子
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

な
お
'
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会
に

つ
い
て
は
､
1
回
目
と
二
回
目
の
試
験
に
あ
わ

せ
て
開
催
す
る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
｡

*
消
防
設
備
士
試
験

試
験
日
　
平
成
十
九
年
八
月
二
十
六
日
㈲

願
書
受
付
期
間
　
平
成
十
九
年
六
月
二
十
五
日
脚

～
七
月
六
日
幽

試
験
種
別
　
甲
種
､
乙
種

試
験
会
場
　
米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
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二
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W
-
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平
成
十
八
年
九
月
二
十
七
日
(
水
)
､
境
港
消
防
署
に
お
い

て
当
協
会
主
催
の
消
火
競
技
会
を
開
催
し
ま
し
た
｡

当
日
は
'
天
候
に
も
恵
ま
れ
会
員
事
業
所
よ
り
､
十
二
チ
ー

ム
二
十
四
名
の
参
加
を
い
た
だ
き
'
消
火
器
に
よ
る
油
火
災
の

迅
速
な
消
火
'
チ
ー
ム
で
連
携
を
と
っ
て
'
屋
内
消
火
栓
の
ホ
ー

ス
を
延
長
し
放
水
に
よ
り
標
的
を
倒
す
と
い
う
火
災
時
の
初
期

対
応
の
機
敏
さ
を
競
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

十
九
年
度
も
九
月
ご
ろ
に
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
'

職
員
さ
ん
の
研
修
の
機
会
と
し
て
'
多
-
の
事
業
所
か
ら
の
参

加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

第

二

位

㈱
吉
備
総
合
電
設
ト
ラ
イ
ケ
-
カ
ル
チ
ー
ム

福

　

富

　

　

　

良

･

小

　

森

　

光

一

さ

ん

第

三

位

㈱
ア
ク
テ
ィ
-
境
港
営
業
所
B
チ
ー
ム

田

　

中

　

誠

一

･

中

　

谷

　

　

　

誠

さ

ん

第

一

位

㈱
ア
ク
テ
ィ
-
境
港
営
業
所
A
チ
ー
ム

長

　

崎

　

幹

　

青

･

栖

　

本

顕
さ
ん

平
成
十
八
年
度
表
彰
関
係

鳥
取
県
危
険
物
安
全
大
会

平
成
十
八
年
鳥
取
県
危
険
物
安
全
大
会
が
六
月
九
日
倉
吉
市

の
｢
倉
吉
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
｣
　
で
行
わ
れ
当
協
会
関
係
者
が
表
彰

の
栄
に
輝
か
れ
ま
し
た
｡

*
鳥
取
県
知
事
表
彰

(
危
険
物
優
良
事
業
所
)

東
西
オ
イ
ル
タ
1
-
ナ
ル
㈱
境
港
油
槽
所

*
鳥
取
県
危
険
物
保
安
協
会
連
合
会
長
衷
彰

(
危
険
物
保
安
功
労
者
表
彰
)

堀
田
　
　
収
(
堀
田
石
油
株
式
会
社
)

青
木
　
昭
吾
(
境
港
海
陸
運
送
株
式
会
社
)

境
港
市
消
防
保
安
協
会
総
会

六
月
六
日
総
会
の
席
上
次
の
事
業
所
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
｡

*
境
港
市
消
防
保
愛
=
協
意
会
長
裏
彰

事
業
所(

協
会
理
事
)
　
さ
ん
せ
き
物
流
有
限
会
社

(
協
会
理
事
)
　
境
港
海
陸
運
送
株
式
会
社

虐
旧
I
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風速32メートルに顔面の筋肉も揺れる

雫
賦
せ
れ
額
陵

な
ど
を
半
日
コ
ー
ス
と
し
て
体
験
を
L
t
今
後

の
防
災
研
修
の
実
施
内
容
に
繰
り
込
む
へ
き
も

の
も
あ
り
'
お
お
い
に
参
考
と
な
り
ま
し
た
｡

｢
災
害
の
備
え
は
災
害
を
経
験
し
て
'
は
じ

め
て
気
が
つ
く
｡
｣
　
の
宣
伝
文
句
に
つ
ら
れ
て
'

三
次
元
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
像
の
最
新
技
術
を

駆
使
し
た
機
器
に
よ
り
､
各
種
災
害
の
恐
怖
の

世
界
を
-
ア
ル
に
体
験
で
き
る
京
都
市
民
防
災

セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て
平
成
十
八
年
十
月
二
十

六
日
へ
渡
辺
会
長
を
は
じ
め
七
名
で
境
港
消
防

署
を
出
発
し
ま
し
た
o

京
都
市
内
で
迷
子
に
な
り
な
が
ら
も
防
災
セ

ン
タ
-
に
昼
過
ぎ
に
到
着
し
､
館
内
説
明
を
受

け
た
後
､

誓

葬

雷

境
港
消
防
署
長

内

　

田

　

幸

　

治

境
港
市
の
平

成
十
八
年
の
火

災
発
生
件
数
は

二
十
三
件
(
辛

或
十
七
年
は
十

余
談
で
す
が
'
研
修
後
'
金
閣
寺
に
立
ち
寄

り
ま
し
た
が
紅
葉
に
ま
だ
二
週
間
は
と
早
く
京

都
の
紅
葉
を
堪
能
の
目
論
見
が
外
れ
'
翌
日
帰

路
に
つ
き
ま
し
た
｡
　
　
　
　
　
(
事
務
局
員
)

○
地
震
休
験
(
震
度
6
強
の
揺
れ
が
途
中
で

弱
ま
っ
た
ら
直
ち
に
ガ
ス
､
ス
ト
ー
ブ
の

消
火
を
行
う
｡
す
く
に
強
く
揺
れ
だ
す
の

で
手
間
取
っ
て
い
る
と
'
床
の
上
を
転
が

る
こ
と
に
な
る
｡
)

○
避
難
体
験
(
ホ
テ
ル
宿
泊
中
'
火
災
が
発

生
し
た
と
い
う
想
定
で
濃
煙
の
充
満
し
た

迷
路
を
誘
導
灯
の
か
す
か
な
明
か
り
を
頼

り
に
避
難
す
る
｡
)

○
強
風
体
験
(
風
速
三
十
二
メ
ー
ト
ル
の
強

風
発
生
装
置
に
よ
り
強
風
下
に
お
け
る
走

行
な
ど
の
困
難
性
を
確
認
す
る
｡
)

1
件
)
　
で
し
た
o

建
物
火
災
に
あ
っ
て
は
､
十
八
件
で
平
成
十

七
年
と
比
較
し
て
十
四
件
の
増
加
と
な
っ
て
い

ま
す
o

全
焼
火
災
は
四
件
で
'
そ
の
内
の
三
件
は
､

深
夜
(
0
時
)
か
ら
早
朝
(
六
時
)
　
ま
で
の
家

人
の
寝
静
ま
っ
た
'
ま
た
､
人
通
り
の
少
な
い

時
間
帯
に
発
生
し
て
お
り
ま
す
｡

以
上
の
こ
と
よ
り
､
住
宅
火
災
の
早
期
発
見
'

早
期
通
報
の
確
立
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
'
境
港
消
防
署
の
平
成
十
九
年
の
重
点

目
標
を
住
宅
火
災
の
減
少
及
び
被
害
の
軽
減
と

し
､
火
災
の
早
期
発

見
お
よ
び
早
期
通
報

の
た
め
､
引
き
続
き

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
促
進
を
図
っ

て
い
く
所
存
で
す
o


